ジキリュウタイリキガクテキヘイコウトソノコユウザヒョウ by Hamada, Shigeo






Type Thesis or Dissertation
Textversionnone
Kyoto University
氏学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与の日付
学位授与の要件
















理 博 第 185号
昭 和 42 年 3 月 23 日




論 文 調査委員 教 授 林 忠四郎 教 授 武 藤 二 郎 教 授 巽 友 正
論 文 内 容 の 要 旨
地上で熟核融合反応を実現するためには, 磁場によって高温プラズマを少なくとも数秒間閉じこめてお
く必要があると考えられそいる｡ このような装置として, これまで種々の型の ト- ラス状の磁気容器が考














標との対応は一意的でない｡ しかし, この座標系から適当な一次交換によって新しい座標系に移ると, そ
の独立な 2組の座標曲線はすべて閉じるようになり, さらに一つの組に属する任意の座標曲線は他の組の
各座標曲線とただ 1回だけ交わるようになることを発見している｡ これより, 等圧面, 従ってまた磁力線




ついで, 上の座標曲線である一つの閉曲線をとり, その上の1点Pから出発して磁力線に沿って ト- ラ
ストを一周し, 再び･ 同一閉曲線上の点Qに達するまでの積分 ipQdl/B(d用 磁力線の線素, Bは磁場の










いる｡ 前述の磁力線の回転変換比Rの値によって, 申請者は トー ラスの磁気容器を次の3種に分類した｡
(1)Rが磁気面によって連続的に変化する場合 (twisted丘eld),(2)Rが一定で無理数の場合 (unclosed
field), (3)Rが一定で有理数の場合 (closedfield)｡ 平衡解の逐次近似の収束を調べた結果として,
( 1 ) の場合には回転対称性をもたないようなほとんどすべての磁場に対しては, その一次補正の項が発
散して平衡の条件が満たされない｡ (2) の場合にはRが- つの連分数であれば逐次近似が成立して平衡
解が存在する｡ (3) の場合には平面対称であれば, 逐次解法が可能であるという結論を導いている｡
参考論文 1 は, 主論文に発展するもととなった初期の研究結果を述べたものである｡ 参考論文2と3は
テータピンチ放電の初期の衝撃波によるプラズマ圧縮の機構 を実験的 に調べたものである｡ 参考論文4
は, テータピンチ放電における温度変化を知るために新しい方法を用いてスペクトル線の形の時間変化を




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
磁場によって有限領域に閉じ込められているプラズマについて, 一般的な磁場の配位に対する磁気流体
力学の平衡の式を解 くためには極めて複雑な数理解析を必要とする｡ 主論文は, 平衡状態における磁力線
や竃流線の配位の様子を記述するのに極めて有用な曲線座標系が存在することを発見 し, この座標系を用
いることによって平衡の必要十分条件を明らかにするとともに, 一般の トー ラス状の磁気容器に小量のプ
ラズマを入れた場合の平衡解を逐次近似の方法で求めることを試みたものである｡
まず, 平衡状態では磁力線, 竃流線, および圧力勾配のベクトルが系の物理的配位を記述するのに極め
て都合のよい独立な座標曲線の群を構成 していることに着目して, これらの座標曲線のもつ幾学的な性質














合の理論の発展に大きな寄与をしている｡ なお, 参考論文はいずれも, 申請者がプラズマ物理学と核融
合の理論, 実験の両分野にわたって豊富な知識とすぐれた研究能力をもっていることを示している｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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